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32 (158) 第144巻 第2号
フラスケソパー~の形式的 (外的)同種性はウィンクラーの形式にあった同産
性,チチェクの形式的同種性 とほぼ同じ意味内容をもっている.単位限定と集
団構成の論理的前提 として,従 って,統計的認識成立の端初的要件 として捉え
られている｡｢計数の前提 としての同種性｣がその集約的表現である｡だが,
形式的同種性を最 も普遍的条件 とみなし,かつ普遍的であるがゆえに事物 と過
程のも-vD外面的属性 としかかかわらず, しか も統計的認識にまつわる調査技術
上の制約,数量把盤の外面性をつけ加えることによって,その実質的同種性 と
の距離を強調するのはフラスケソバ-の個性的見解である4).
2.計数 と集団構成の前提 としては形式的レベルの同種性で十分である｡ し
かし,統計的認識が集団分割,内的構造 と関連分析,比較,法則性把握へ,つ











































































































































































































































































































































































































































































































































































































ttt二 ~∴ ∴ ∴ ∴ ~
18) 1934年10月,ドレスデンの第14回ドイツ統計学年次総会の席上,H.ベーターの報告 ｢統計的方
法と帰納｣に対する講評を求められたチチェクは次のように述べている｡ (これは手折の形で提
出され,∫.ミュラーが代読したものであるが)行政などでは集団やその関連を数量的に確認する
ことが自己目的におかれ,相応の意義をもっことも確かにある｡だが,ひとたび比較が問題とな
るや,これら数量はストカスティッシュな基獲ずけを必要とするC ｢ただストカスティッシュな
観察様式のみが科学的に重要な帰結をもたらすことができるのであり,というのは,統計学にお
ける科学的問題醍起ほ常に本質的なもの,普遍的に妥当するものをめざしているからなのであ
ります｣(Alg.Si.AT･.,Bd.24,1934-5,S.281.)ナチェクにおいて記述･描写はそれのみで科
学的認識目標とはなりえない｡
同種性と本質同等性 (179)53
特定の問題提起に応じたグループ構成はさまざまな個別領域での方法論的考察
の対象となる｡特殊統計方法論の課題である｡この個別具体領域での経験をふ
まえ,単位のもつ不等価性を克服していかに実質的同種性に進むか,また現実
の統計資料から起因同質グループを構成し,いかに実質的同種性を獲得するか｡
これが一般統計方法論の課題となる｡チチェクは以上のように考える0
